
【基幹管路の耐震化率】

上下水道ビジョン：P154-P166
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（2） 幹線管路（県水送水ルート）

　　大口径の水道管工事のため、難工事が続き効率的な工事執行ができていない状況にある。今後は、

　公民連携による新たな取組みを導入するなど、遅れている事業進捗の回復を目指すこととした。また、

　金井場配水場までの加圧送水施設である送水ポンプ場を上大槻地内に整備する工事を行う。令和9年度

　までに二夕子送水ポンプ場から金井場配水場までの送水管更新工事を完了する予定。
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　　「秦野市上下水道業務継続計画（地震編）」において抽出された、重要施設供給管路、広域避難所供

　　給管路など、重要な施設と水源を結ぶ導水管を重点的に、耐震機能を有する管路に更新する。

１　管路耐震化・更新事業

（1） 基幹管路（導水管・送水管）
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　　施設の重要度、緊急性や地震リスクなどを総合的に検討し、計画的に耐震診断や耐震補強工事を進め

　ていく。また、施設のライフサイクルを考慮したうえで、計画的に必要な規模での更新や統廃合の検討

　を進めていく。

　　特に令和13年度に八幡山配水場の更新時期に合わせた金井場系と八幡山系の統廃合を実施するため、

　費用や水源の活用など、よく検討して準備を進めていく。また、更新時期の到来が近づいている堀山下

　浄水場について、更新に合わせた耐震化事業として、検討・準備を進めていく。
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（3） 配水管路

　　引き続き、他事業との合併工事の優先は行うが、基本的には費用の平準化を図るとともに、除却費の

　支出を抑制し、効率的に管路の更新に合わせ耐震化を行う。

　　特に令和13年度に実施する金井場系と八幡山系の統廃合に備えて、配水管路の更新を行う。
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堀山下高区・三廻
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部高区配水場
湯の沢配水場

神明開戸配水場

神明開戸配水場
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計画
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八沢大久保配水

場、柳川配水場
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計画 湯の沢配水場

菩提高区配水場、

横野配水場
計画

非常用自家発電設備
給水車

給水拠点整備

　　非常時の停電においても、安定した水道水の供給を可能とするため、非常用自家発電設備の更新・整

　備を行う。また、停電が長期化した場合にも対応できるように、燃料タンクの整備も行う。
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３　第５次拡張等施設整備事業

　　市の道路・都市整備等の事業に合わせた配水管の拡張事業については、投資効果や統廃合などを考慮

　して効果的に整備を進める。

　　安定供給のため、配水池貯留能力が低く、老朽化の顕著な東地区の配水場について、容量の検討を行

　う。（4次拡張事業からの引継）

　　安定した水質・水量を確保するため、南地区における新水源の整備を行う。


